
①転出超過について
　�近年、鹿児島県では転出超過の状態が続いており、特に若い世
代が進学・就職を目的に県外へ転出している。これは人口減少、
少子高齢化にもつながるが、県ではどのような対策をしている
のか知りたい。
②地球温暖化について
　�地球温暖化の進行により、土砂災害や動物の繁殖機能の低下な
ど様々な問題が懸念されるが、二酸化炭素排出削減など、県で
はどのような地球温暖化対策をしているのか知りたい。
③制服の自由化について
　�性別に関係なく制服を選択できる取組が鹿児島県ではあまり進
んでいない。制服の自由選択制の導入は、多様性を尊重する第
一歩になるのではないかと考える。

●�県議会をすごく身近に感じるこ
とができ、とても勉強になった。
●�中学生の立場に寄り添って話を
聞いてもらい、楽しかった。
●�議員が県について真剣に考えて
くれていることがわかった。
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令和５年12月25日

　南薩縦貫道による地域活性化、人口減少、農水産業の振興、子ども

の居場所づくり、公立高校の活性化などについて意見を交わしました。
※意見交換の模様は9月に放送した広報番組「県議会レポート」で紹介しました。

　交通手段の整備・充実、子育て支援、人口減少、農畜産業振興、特別支援学校

の設立、和牛日本一のＰＲ、道路の維持管理などについて意見を交わしました。
※意見交換の模様は令和6年3月頃放送予定の広報番組「県議会レポート」で紹介します。

１面 もっと身近な県議会へ ２面 県議会この１年の動き ３面 活動レポート！ ４面 議員連盟活動など

あ な た の そ ば で 県 議 会

県 議 会 議 員 と 中 学 生 の 意 見 交 換

令和５年９月２日（土）　サン・フレッシュ枕崎（枕崎市） 令和５年11月18日（土）　有明地区公民館（志布志市）

　「あなたのそばで県議会（そば県）」は、県議会議員が県内各地に出向き、皆さまと地域の現状や諸課題、
振興策等について直接意見交換を行う取組です。
　今年度は南薩地域と大隅地域で開催し、多くの方々にご参加いただきました。いただいたご意見は、しっ
かりと県政に届けてまいります。

　南薩地域の「そば県」に参加した中学生（枕崎市立　立神中学校３年生７名）を県議会に招き、議員との
意見交換を行いました。日頃感じている社会的な課題や疑問について、活発な意見が交わされました。
　また、庁舎見学や本会議の傍聴、模擬議会の体験などにより、県議会への理解を深めてもらいました。

南　薩　地　域 大　隅　地　域

広報テレビ番組
「県議会探訪記」

（11月放送）
　県議会訪問の様
子を詳しく紹介し
ました。
　インターネット
で録画配信をご覧
いただけます。

県議会議員 中 学 生

広報委員
寿　はじめ　委 員 長
松田　浩孝　副委員長
内田　一樹　委員　　
湯浅慎太郎　委員　　
岩重　あや　委員　　
池畑　知行　委員　　
しらいし誠　委員　　
枕崎市区選出
西村　　協　議員　　

立神中学校
　石橋　璃子　さん
　小野夏由華　さん
　上村　　菱　さん
　桑原さくら　さん
　古閑めぐみ　さん
　田畑　那起　さん
　俣江　颯太　さん

● かごしま県議会だよりは､ 点字版､ 音声版を発行しています｡ お問い合わせは､ 県議会事務局まで｡

͜ͷҹ࡮෺͸ɺڥ؀ʹ༏͍͠େ౾༉ΠϯΩΛ࢖༻͍ͯ͠·͢ɻ

意見交換の様子＝令和5年9月21日（木） 県議会庁舎

参加した
中学生の
皆さん

もっと身近な県議会へ

中学生の意見

訪問の感想
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県議会この１年の動き

内
閣
総
理
大
臣
主
催
に
よ
る
都
道
府
県

議
会
議
長
と
の
懇
談
会
に
出
席
（
7
月
）

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し

ま
大
会
（
10
月
）

ブ
ラ
ジ
ル
鹿
児
島
県
人
移
民
115
周
年
お
よ

び
ブ
ラ
ジ
ル
鹿
児
島
県
人
会
創
立
110
周
年

記
念
式
典
に
出
席
（
８
月
）

直
接
請
求
に
よ
る
県
民
投
票
条
例
制
定
議

案
を
審
議
す
る
臨
時
会
を
開
会
（
10
月
）

新
し
い
県
議
会
が
ス
タ
ー
ト
（
5
月
）

総
理
大
臣
官
邸
に
お
い

て
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大

臣
主
催
に
よ
る
都
道
府
県
議

会
議
長
と
の
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
松
里
議
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

議
長
は
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
、
九
州
北
部

を
は
じ
め
と
し
た
全
国
各
地

に
お
け
る
豪
雨
災
害
へ
の
支

援
及
び
離
島
振
興
対
策
に
つ

い
て
要
望
し
ま
し
た
。

総
理
大
臣
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
3
年
延
期
と

な
っ
て
い
た
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
で
は
国
体

は
51
年
ぶ
り
、
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は

初
め
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

開
幕
に
先
立
ち
、
9

月
13
日
に
行
わ
れ
た
本

会
議
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
議
員
連
盟
の
呼
び

か
け
で
、
議
員
や
知
事

等
が
大
会
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

や
バ
ッ
ジ
等
を
着
用

し
、
両
大
会
の
気
運
を

高
め
ま
し
た
。

5
月
臨
時
会
で
議
長
及

び
副
議
長
の
選
出
並
び
に

常
任
委
員
等
の
選
任
が
行

わ
れ
、
51
名
の
議
員
に
よ

る
新
た
な
県
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回

の
選
挙
で
は
女
性
議
員
が

11
名
と
過
去
最
多
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
4
月
に
県
議
会

議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

新
た
な
県
議
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。定
例
会
を

は
じ
め
、各
常
任
委
員
会

で
の
審
議
や
行
政
視
察
な

ど
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
積
極
的

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
移

行
さ
れ
、7
月
に
は「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」が
、

10
月
に
は
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

て
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
会
を
通
じ
て
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
だ
け
で
な
く
、
鹿
児
島
の
豊
か
な
自
然
や
食
、
歴
史
、

特
産
品
な
ど
、
多
彩
な
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
物
価
高
騰
や
鹿
児
島
港
本
港
区
エ
リ
ア
ま

ち
づ
く
り
、
川
内
原
子
力
発
電

所
運
転
延
長
な
ど
、
多
く
の
課

題
に
取
り
組
ん
だ
1
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
、
県
民
の
代
表

機
関
と
し
て
、県
民
の
皆
様
の

多
様
な
意
見
を
把
握
し
、そ
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和5年5月臨時会の様子
かごしま国体解団式

懇談会の様子

本会議、委員会の会議録や本会議、予算特別委員会
の模様がホームページからご覧いただけます。
スマートフォン、タブレット等にも対応しています。

鹿児島県議会

海
外
経
済
交
流
促
進
等

特
別
委
員
会
視
察
調
査（
11
月
）

同
特
別
委
員
会
は
、
海
外
経
済
交
流

を
促
進
す
る
施
策
等
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

  

11
月
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
材
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
の
（
株
）
ウ
イ
ル

テ
ッ
ク
ベ
ト
ナ
ム
、
日
本
貿
易
振
興
機

構
ハ
ノ
イ
事
務
所
、
ベ
ト
ナ
ム
航
空
、

ベ
ト
ナ
ム
国
立
農
業
大
学
な
ど
を
訪
問

し
、
外
国
人
材
の
受
入
や
県
産
品
の
販

路
拡
大
、
観
光
振
興
等
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

（株）ウイルテックベトナムの視察調査ベトナム国立農業大学の視察調査

議
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

ど
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
積
極
的

鹿
児
島
県
議
会
議
長

松
里

保
葊

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ジ
ル
鹿
児
島
県

人
移
民
１
１
５
周
年
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
鹿
児
島
県
人
会
創
立

１
１
０
周
年
記
念
式
典
」
に
議
長
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

１
９
１
３
年
の

創
立
以
来
、
た
ゆ

み
な
い
ご
努
力
を

積
み
重
ね
、
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越

え
、
１
１
０
周
年

と
い
う
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
ら
れ

た
ブ
ラ
ジ
ル
鹿
児

島
県
人
会
の
皆
さ

ま
に
対
し
、
深
い

敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
県
人
会

の
皆
さ
ま
の
長
年

の
ご
労
苦
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。

九
州
電
力
川
内
原
子
力
発
電
所
の
20
年
延
長
運
転
の
是
非

を
問
う
県
民
投
票
条
例
制
定
の
件
を
付
議
事
件
と
し
た
臨
時

会
が
10
月
23
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
日
の
本
会
議
に
お
い
て
は
、
知
事
か
ら
意
見
が
付
さ

れ
た
県
民
投
票
条
例
制
定
議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
案
に
対
す

る
質
疑
を
行
っ
た
ほ
か
、
条
例
制
定
請
求
代
表
者
に
よ
る
意

見
陳
述
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

議
案
を
付
託
さ
れ
た
総
合
政
策
建
設
委
員
会
で
は
、
総
務

警
察
委
員
会
と
の
連
合

審
査
会
を
開
き
、
学
識

経
験
者
か
ら
参
考
人
と

し
て
意
見
を
お
聴
き
し

て
審
査
を
進
め
、
議
案

の
修
正
案
が
提
出
さ
れ

る
な
ど
、
熱
心
な
論
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
閉
会
日
の
本

会
議
に
お
い
て
採
決
の

結
果
、
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

記念式典の様子

連合審査会の様子 第３回定例会（９月13日代表質問）の様子
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○
地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て

西
之
表
市
馬
毛
島
に
お
け
る
自
衛
隊
施
設

整
備
に
伴
う
地
域
住
民
等
へ
の
影
響
な
ど
に

つ
い
て
、
西
之
表
市
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
神
川
を
訪

問
し
、
県
の
半
島
特
定
地
域
「
元
気
お
こ
し
」

事
業
を
活
用
し
て
廃
校
に
な
っ
た
中
学
校
を

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
な
ど
の
企
業
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
る
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

○
県
土
の
保
全
・
交
通
体
系
の
整
備
等
に
つ

い
て

志
布
志
湾
海
岸
の
現
地
の
状
況
や
こ
れ
ま

で
の
浸
食
対
策
及
び
堆
積
土
砂
撤
去
の
取

組
、
ま
た
、
海
岸
保
全
を
検
討
す
る
た
め
の

協
議
会
設
立
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
を
訪
問
し
、
外
国
人

材
を
含
め
た
有
料
職
業
紹
介
事
業
や
農
福
連

携
の
取
組
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
南
州
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
㈱
を
訪

問
し
、
国
産
濃
厚
飼
料
生
産
や
荒
廃
農
地
の

解
消
に
向
け
た
取
組
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

○
商
工
業
・
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

（
株
）下
園
薩
男
商
店
を
訪
問
し
、
地
域
の

特
産
品
を
生
か
し
た
商
品
開
発
や
輸
出
の
取

組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
屋
市
漁
協
を
訪
問
し
、
養
殖
カ

ン
パ
チ
な
ど
の
輸
出
の
取
組
や
、
令
和
４
年

に
新
設
し
た
加
工
処
理
施
設
の
稼
働
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て

新
た
に
開
校
し
た
県
立
鹿
児
島
南
特
別
支

援
学
校
を
訪
問
し
、
教
育
活
動
や
通
学
バ
ス

の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
複

数
の
障
害
に
対
応
し
た
施
設
環
境
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
立
奄
美
高
等
学
校
を
訪
問
し
、

未
来
を
創
る
グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
等
の
育

成
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
郷
土
芸
能

部
の
活
動
等
を
調
査
し
ま
し
た
。

○
観
光
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
対
策
に
つ
い
て

指
宿
市
の
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
訪
問
し
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
通
じ
た
観
光
地
域
づ
く
り

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
同
市
の
観

光
振
興
に
係
る
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
奄
美
自
然
観

察
の
森
を
訪
問
し
、
奄
美
の
自
然
を
伝
え
る

観
光
施
設
と
し
て
の
取
組
等
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

○
警
察
行
政
に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
奄
美
大
島

の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
奄
美
空
港
に
お
け
る

各
種
警
察
事
象
へ
の
対
応
や
、
希
少
な
動
植

物
の
盗
掘
・
採
取
に
対
す
る
環
境
省
等
と
連

携
し
た
水
際
対
策
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

○
共
生
・
協
働
の
取
組
に
つ
い
て

校
区
振
興
計
画
の
ゴ
ミ
出
し
応
援
隊
と
し

て
、「
高
齢
者
お
助
け
隊
」
を
設
立
し
、
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
羽
月
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
を
訪
問
し
、
取
組
内
容
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
課
題
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
環
境
・
林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
森
林
整
備
に
取

り
組
む
薩
摩
川
内
市
の
㈲
田
中
林
業
の
作
業

現
場
を
訪
問
し
、
森
林
整
備
の
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
南
さ
つ
ま
市
の
坊
野
間
県
立
自
然

公
園
を
訪
問
し
、
公
園
区
域
の
拡
張
や
追
加

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て

４
月
に
開
所
し
た
北
部
児
童
相
談
所
を
訪

問
し
、
相
談
の
受
付
状
況
や
施
設
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
に
外
来
診
療
を
開
始
し
た
県

立
薩
南
病
院
を
訪
問
し
、
新
病
院
に
お
け
る

取
組
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　各常任委員会は、それぞれ所管事項について
行政視察を実施し、審査又は調査の参考として
います。

総
務
警
察
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

総
合
政
策
建
設
委
員
会

文
教
観
光
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

馬毛島における自衛隊施設整
備に伴う影響などについて意
見交換＝西之表市・5月

国産濃厚飼料生産の課題等につい
て意見交換（南州エコプロジェク
ト㈱）＝鹿屋市・７月

奄美空港警備派出所等の取組について
調査＝奄美市・５月

羽月校区コミュニティ協議会における「高齢
者お助け隊」の取組について意見交換
＝伊佐市・８月

特別支援学校の施設環境につい
て調査（鹿児島南特別支援学校）
＝鹿児島市・５月

奄美の自然を伝える観光施設の
取組について調査（奄美自然観察
の森）＝龍郷町・７月

志布志湾海岸の浸食や土砂堆積の
状況について調査＝志布志市・8月

地域の特産品を生かした商品開発
の取組について調査（㈱下園薩男商
店）＝阿久根市・５月

森林整備の取組について調査（㈲田中
林業）＝薩摩川内市・５月

新病院の取組について調査（県立薩南
病院）＝南さつま市・７月

５
月

奄
美
地
区

８
月

姶
良
・
伊
佐
地
区

５
月

北
薩
地
区

７
月

大
隅
地
区

５
月

鹿
児
島
地
区
、
南
薩
地
区

７
月

奄
美
地
区

５
月

熊
毛
地
区

８
月

大
隅
地
区

５
月

北
薩
地
区

７
月

鹿
児
島
地
区
、
南
薩
地
区

動画配信中！
広報テレビ番組「県議会レポート」
常任委員会における行政視察など、県議会の活動に
ついて紹介します。

活動レポート！
（常任委員会行政視察）
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11
月
16
日
、
全
国
の
離
島
を
有
す
る

27
都
道
県
議
会
議
長
会
で
組
織
す
る
離

島
振
興
対
策
都
道
県
議
会
（
会
長
：
松

里
議
長
）
が
、
国
土
交
通
省
等
に
対
し

離
島
振
興
の
推
進
や
奄
美
群
島
振
興
開

発
特
別
措
置
法
の
延
長
等
に
つ
い
て
提

言
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
31
日
～
11
月
１
日
、
九
州
各
県

議
会
議
長
会
（
会
長
：
松
里
議
長
）
は
、

自
由
民
主
党
、
公
明
党
、
農
林
水
産
省

等
を
訪
問
し
、畜
産
振
興
対
策
の
充
実
・

強
化
等
重
点
項
目
の
９
項
目
に
つ
い
て

提
言
を
行
い
ま
し
た
。

  

併
せ
て
、
東
九
州
軸
陸
上
交
通
高
速

化
促
進
４
県
議
会
議
長
会
（
会
長
：
松

里
議
長
）
も
国
土
交
通
省
等
に
東
九
州

自
動
車
道
の
建
設
促
進
等
に
つ
い
て
提

言
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
重
要
な
交
通
機
関
で
あ
る
肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
活
性
化
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
沿
線
の
阿
久
根
市
、
出

水
市
及
び
薩
摩
川
内
市
の
各
市
議
会
議

員
連
盟
と
合
同
で
、
国
土
交
通
省
等
に

対
し
、
同
鉄
道
の
安
定
的
な
維
持
・
存

続
の
た
め
の
財
政
支
援
な
ど
を
要
望
し

ま
し
た
。

11
月
、
南
九
州
３
県
（
鹿
児
島
県
、

熊
本
県
、
宮
崎
県
）
の
観
光
振
興
議
員

連
盟
の
会
員
が
参
加
し
、
加
え
て
３
県

の
観
光
を
支
え
る
関
係
者
が
一
堂
に
集

う
、
第
30
回
南
九
州
観
光
振
興
会
議
を

鹿
児
島
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に

対
応
し
た
新
た
な
南
九
州
の
観
光
振
興

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

10
月
、
現
場
研
修
会
を
実
施
し
、
安

全
性
の
確
保
や
交
通
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
に
必
要
な
対
策
等
に
つ
い
て
、
関

係
各
市
の
要
望
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
に
は
、
国
土
交
通
大
臣

に
対
し
、
未
改
良
区
間
の
整
備
促
進
、

道
路
関
係
予
算
総
額
の
拡
大
及
び
予
算

の
重
点
配

分
な
ど
を
、

11
月
に
は
、

知
事
に
対

し
、
歩
道

整
備
や
老

朽
化
対
策

な
ど
を
要

望
し
ま
し

た
。

自
然
農
法
と
統
合
医
療
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
い
、
農
・
医
連
携
の
も
と
、

県
民
の
健
康
の
増
進
及
び
自
然
治
癒
力

を
生
か
す
医
学
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
に
は
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化

事
業
団
鹿
児
島
県
連
合
会
と
合
同
で
、

東
京
都
及
び
静
岡
県
に
お
い
て
、
自
然

農
法
や
統
合
医
療
に
つ
い
て
先
進
的
な

取
組
を
行
う
施
設
等
を
視
察
し
ま
し

た
。

國場国交副大臣に提言書を渡す
松里議長＝東京都・11月

国土交通省への要望
＝東京都・11月

活発な議論が行われた南九州観
光振興会議＝鹿児島市・11月

笠沙トンネルの整備状況の視察
＝南さつま市・10月

自然農法の視察
＝静岡県・11月

自民党森山総務会長に提言書を渡す松里議長
＝東京都・11月

離
島
振
興
対
策
都
道
県
議
会

議
長
会

九
州
各
県
議
会
議
長
会
等

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
活
性
化

議
員
連
盟

観
光
産
業
議
員
連
盟

自
然
農
法
と
統
合
医
療
推
進

議
員
連
盟

道
路
建
設
・
整
備
促
進
議
員
連
盟

（
国
道
２
２
６
号
整
備
促
進
部
会
）

議
員
連
盟
の
活
動
状
況

令和５年定例会・臨時会を振り返る

県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た

で
も
県
議
会
に
請
願
・
陳
情
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
請

願
書
の
提
出
に
は
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

請
願
・
陳
情
書
の
趣
旨
は
、
お
お
む
ね
１
５
０
０
文

字
以
内
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
開
会
日
の
２
日
前
の
開
庁
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

た
請
願
・
陳
情
書
が
そ
の
定
例
会
の
審
査
対
象
と
な
り

ま
す
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

議
会
事
務
局
議
事
課
☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

本
会
議
や
委
員
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

議
会
庁
舎
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
傍
聴
席
に
は
、

車
椅
子
用
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

傍
聴
日
の
5
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
会
庁
舎
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

【
議
会
傍
聴
】
議
会
事
務
局
議
事
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

【
庁
舎
見
学
】
議
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
１
３ 牟礼岡小学校の皆さん

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

本
会
議
や
委
員
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

虚
礼
廃
止
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

県
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
は
も
と
よ
り
、
鹿

児
島
県
議
会
議
員
政
治
倫
理
要
綱
を
定
め
、
県
内
全

域
に
お
い
て
次
の
こ
と
を
遵
守
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
（
自
筆
に
よ
る
答
礼
の
年
賀
状
や
親
族
等
へ
の

祝
儀
等
例
外
が
あ
り
ま
す
。）。

○
地
域
の
行
事
や
冠
婚
葬
祭
等
に
、
電
報
等
を
贈
ら

な
い
。

○
新
聞
等
へ
の
賛
助
広
告
や
年
賀
状
、
挨
拶
状
等
を

出
さ
な
い
。

○
中
元
、
歳
暮
、
餞
別
等
の
提
供
・
収
受
を
し
な
い
。

な
ど

提
言
・
要
望
活
動

令和5年度鹿児島県一般会計補正予算可決 令和5年度鹿児島県一般会計補正予算可決
第２回定例会 第４回定例会

〈主な論議〉子ども医療費助成制度、鹿児
島港本港区エリアまちづくり、県立楠隼中
学・高等学校の共学化、川内原発に対する
対応、新型コロナウイルス感染症対策など

〈主な論議〉鹿児島港本港区エリアの利
活用、川内原発の運転延長にかかる対
応、国体・全国障害者スポーツ大会後
の競技力向上に向けた取組など

広報テレビ番組
「第２回定例会を終わって」

広報テレビ番組
「第４回定例会を終わって」

（1月中旬配信予定）

〈
会
期
〉
６
月
14
日
か
ら
７
月
５
日
ま

で
の
22
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団

寿

は
じ
め

議
員

県
民
連
合

ふ
く
し
山
ノ
ブ
ス
ケ

議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
等
〉
令
和
５
年
度
鹿
児
島
県
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
18
件
及

び
専
決
処
分
報
告
２
件
の
可
決
、
承
認

又
は
同
意

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
19
件
を
審
議

〈
意
見
書
〉
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
な
ど
３
件
を
可
決

〈
会
期
〉
11
月
28
日
か
ら
12
月
19
日
ま

で
の
22
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団

西
村
　
　
協

議
員

県
民
連
合
　
　
　
前
野

義
春

議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
等
〉
令
和
５
年
度
鹿
児
島
県
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
34
件
及

び
専
決
処
分
報
告
２
件
の
認
定
、
可
決

又
は
承
認

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
７
件
、
継
続
12
件

を
審
議
、
３
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故

に
関
す
る
意
見
書
な
ど
３
件
を
可
決
、

１
件
を
否
決

令和5年度鹿児島県一般会計補正予算可決
第３回定例会 10月臨時会

〈主な論議〉南薩地域振興局の再整備、鹿児
島港本港区エリアの利活用、夜間中学の設置、
子ども医療費助成制度など

川内原発20年延長運転の
是非を問う県民投票条例
制定の件を否決

広報テレビ番組
「第３回定例会を終わって」

〈
会
期
〉
９
月
８
日
か
ら
10
月
４
日
ま

で
の
27
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団

伊
藤

浩
樹

議
員

園
田
　
　
豊

議
員

県
民
連
合
　
　
　
上
山

貞
茂

議
員

公
明
党
県
議
団

森
　
　
昭
男

議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
等
〉
令
和
５
年
度
鹿
児
島
県
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
16
件
及

び
専
決
処
分
報
告
２
件
の
可
決
、
承
認

又
は
同
意
。
決
算
認
定
議
案
３
件
を
継

続
審
査
。

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
21
件
、
継
続
９
件

を
審
議
、
２
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書
な
ど
４
件
を
可
決

〈
会
期
〉
10
月
23
日
か
ら
10
月
26
日
ま
で
の
４
日
間

〈
質
疑
〉

県
民
連
合
　
　
　
前
野

義
春

議
員

公
明
党
県
議
団

松
田

浩
孝

議
員

共
産
党
県
議
団

た
い
ら
行
雄

議
員

無
所
属
　
　
　
　
小
川
み
さ
子

議
員

　
　
　
　
　
　
　
い
わ
し
げ
仁
子
議
員

〈
議
案
〉
九
州
電
力
川
内
原
子
力
発
電
所
の
20
年

延
長
運
転
の
是
非
を
問
う
県
民
投
票
条
例
制
定
の

件
１
件
を
否
決




